
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

4

授業科目

情報メディア学部

授業科目

名古屋文理大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）【情報メディア学部】

データサイエンス

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

ICT基礎

授業科目

ICT基礎

データサイエンス

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する基礎教育科目「ICT基礎」2単位、専門教育科目「データサイエンス」2単位、「人工知能」2単位、「知識情報学」2単位、計8単位
を取得すること。

学部・学科単位のプログラム

ICT基礎

8

知識情報学

知識情報学

人工知能

授業科目 授業科目

知識情報学
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

選択項目 選択項目授業科目

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

授業科目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・実世界で進む生成AIの応用と革新・生成AIの留意事項「ICT基礎」（15回目）
・GAN「人工知能」（9回目）
・基盤モデル、大規模言語モデル「知識情報学」（14回目）

・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「ICT基礎」（2回目）
・相関関数、相関関係と因果関係「ICT基礎」（7回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス」（2回目）
・代表値（平均値）、分散、標準偏差・相関係数「データサイエンス」（3回目）
・相関係数行列・ベクトルと行列・固有値と固有ベクトル「データサイエンス」（9回目、10回目）
・指数関数「データサイエンス」（14回目）
・集合、ベン図「知識情報学」（5回目）
・ベクトルの演算、内積「知識情報学」（10回目）

・ニューラルネットワークの原理「人工知能」（8回目）
・ニューラルネットワークの原理・過学習、バイアス・CNN、RNN「人工知能」（9回目）

・AIの学習・AIの開発環境と実行環境「知識情報学」（14回目、15回目）

・並び替え（ソート）、探索（サーチ）・探索アルゴリズム（線形探索、二分探索）「ICT基礎」（13回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「知識情報学」（11回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）・情報量の単位（ビット、バイト）「ICT基礎」（8回目）
・構造化データ、非構造化データ）「ICT基礎」（12回目）
・コンピュータで扱うデータ（文章）「知識情報学」（13回目）

・変数、代入、四則演算、論理演算・配列、関数、引数、戻り値・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサ
イエンス」（4回目）

・データサイエンス活用事例「ICT基礎」（1回目）
・データ駆動型社会、Society5.0・データ活用事例（仮説検証・知識発見）「知識情報学」（1回目）

・データ分析の進め方・分析目的の設定「ICT基礎」（2回目）
・データ分析の進め方「知識情報学」（3回目）

・ICT（情報通信技術）の進展「ICT基礎」（1回目）
・ビッグデータ活用事例「ICT基礎」（12回目）
・ICT（情報通信技術）の進展「ICT基礎」（14回目）
・ビッグデータ・ビッグデータ活用事例「知識情報学」（1回目）

・推論「人工知能」（1回目）
・AIの歴史・AI技術の活用領域の広がり「人工知能」（2回目）

・AI倫理、AIの社会的受容性「ICT基礎」（14回目）
・AI倫理・AIに関する原則/ガイドライン、規制「人工知能」（2回目）

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「ICT基礎」（13回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「人工知能」（7回目）
・機械学習「知識情報学」（1回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

数理・データサイエンス・AI教育（リテラシーレベル）を補完的・発展的に学び、各種の多変量データ解析手法を理解し、現場にフィードバックする能
力、機械学習や深層学習などを基礎とした人工知能の概念を修得し、課題解決に活用できる基礎能力を身につける。自らの専門分野に、データサ
イエンス/データマイニング/機械学習/人工知能の各手法を応用するための大局的な視点を身につける。また生成AIの倫理を身につけ生成AIを用
いたコンテンツ作成が出来るようになる。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

クラウド開発環境Google Colab上でPythonの変数・代入、条件分岐、繰り返し等の基本文法構造に関するプログラミング演
習をおこなう。また、データを扱う際に多用するリスト、辞書等のデータ構造についても演習し、相関係数を求める簡単な
データ処理プログラムを作成する。
学修項目2-7・変数、代入、四則演算、論理演算・配列、関数、引数、戻り値・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作
成「データサイエンス」（7回目）

生成AIの基礎と展望（専門分野での活用に向けて）・生成AIの基本的な概念と応用について学ぶ　・生成AIとは　・生成AIを
扱う演習を行う・コンテンツ生成  キーワード：生成AI、プロンプトエンジニアリング、画像生成AI、動画生成AI
学修項目3-5・実世界で進む生成AIの応用と革新・生成AIの留意事項「ICT基礎」（15回目）
クラウド開発環境Google Colab上でPython実装により模擬的なAIの開発環境を構築し、AIの学習の事例としてファイン
チューニングプログラムを利用するSNS文書データの感情分析のPC演習をおこなう。
学修項目3-10・AIの学習・AIの開発環境と実行環境「知識情報学」（14回目、15回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 433 人 女性 513 人 （ 合計 946 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

情報メディア学部 456 120 422 118 0 118 28%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 456 120 422 118 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 118 28%

名古屋文理大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和６

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式３

大学等名

① 全学の教員数 58 人 （非常勤） 48 人

② プログラムの授業を教えている教員数 2 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

名古屋文理大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

景山　節 学長

教務委員会

山田　ゆかり 教務委員会　委員長

教務委員会規程

教務委員会は全学の教育課程や進級・卒業など教育に関する事項を審議する場所であり、さら
に「教育の質保証」を目指すために委員会の中にワーキンググループを設置し具体策を提言して
いる。本委員会にて、「数理・データサイエンス・AI教育ワーキンググループ」を運営し、数理・デー
タサイエンス・AI教育の円滑な実施および教育内容の確認と教育効果の質向上を図っている。

副学長・健康生活学部長・教務委員長（健康栄養学科　教授）　山田ゆかり
副学長・情報メディア学部長（情報メディア学科　教授）　長谷川聡
教学部長（フードビジネス学科　教授）　吉田洋
健康栄養学科長（教授）　成田裕一
フードビジネス学科長（教授）　中村麻理
情報メディア学科長（教授）　吉田友敬
基礎教育センター長（教授）　川畑龍史
健康情報学研究科長（教授）　落合洋文
健康栄養学科　准教授　岡田有司
健康栄養学科　准教授　北川絵里奈
健康栄養学科　助教　滝川真輝
フードビジネス学科　助教　宮島彩
情報メディア学科　教授　池坊繁屋（図書情報センター課長）
情報メディア学科　准教授　濱口輝士
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 50%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 422

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

58% 58%

具体的な計画

プログラムの導入科目は必修科目であるため、学生は必ず履修する。その後の対象専門科目へ
と履修を進めるよう案内をしていく。

令和６年度　118名（履修率28％）
令和７年度　180名予定（履修率41％）
令和８年度　230名予定（履修率50％）
令和９年度　280名予定（履修率58％）
令和１０年度　280名予定（履修率58％）

※収容定員は令和６年度422名、令和７年度444名、令和８年度464名、令和９年度484名、令和１
０年度484名に推移していく。

本教育プログラム申請科目の全てが情報メディア学部の科目であり、今後他学科履修として健康
生活学部からの履修登録も可能とすることを教務委員会にて検討している。

入学後のガイダンスにて本プログラムを周知し、本学のWebサイトトップ画面に本教育プログラム
専用ページへのリンクを掲載して、学生に本教育プログラムの重要性の周知する方策としてい
る。

28% 41%
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

担当教員へ直接疑問点を相談することができ、理解できるまでのサポートが必要であるので、本
学では全教員がオフィスアワーを設定している。また、授業に関する情報は授業ごとにLMS（学修
管理システム）に掲載してあり、受講生はオンラインでいつでも担当教員に質問することができ
る。

申請科目の中で「ICT基礎」の授業では、理解度向上を図るためにSA（Student Assistant）を配置
し受講生の理解を助け受講生からの個別の質問に対応するなどサポートする。情報メディア学部
は、コース制をとっているが全コースの学生が履修登録できるように授業を配置している。また本
学では全授業でLMS（学修管理システム）を利用しており授業の資料、内容等をいつでも閲覧で
きるようにして学修効果を高めている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式４

大学等名 名古屋文理大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 景山　節 （役職名） 自己点検評価委員会　委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本学では本教育プログラムの申請科目は、１年次導入科目の「ICT基礎」は必修であるが、2年次以降の科目は選択で
ある。実際の履修者数・履修率に加えて単位取得者数を含めた報告を自己点検評価委員会で確認し履修率向上につ
とめる。

学修成果

申請科目の学修成果について、学生による授業評価における理解度等の結果をもとに、年度ごとに差異があるかどう
か、授業科目の理解度（数値化された平均値）の比較を含めて、評価結果を検討している。各科目の達成目標の到達
を目指しており、これを実現するために、科目担当者間での検討結果報告を受け改善への方向を把握する。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本教育プログラム受講者全員に対して申請関連科目の学生による授業評価を実施している。定期的に学生による授
業評価の分析結果を「拡大FD・SDフォーラム」で報告し、全教職員に検討結果を周知している。学生による授業評価の
結果は、個別の科目の結果のみでなく、全体の科目の平均値などの統計データも教学課で整理し、毎学期、学内で公
開されるので、学生による授業評価の「理解度」の項目を中心に学生の内容の理解度を把握している。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本学では、学生全員に少人数制のゼミを実施しており、その中で学生による授業評価分析結果を参考に、既履修学生
の経験や意見を紹介し、本プログラムに取り組む姿勢の重要なポイントを周知させている。学生による授業評価の結果
（受講生の自由記述を含む）は学内に公開し、次年度以降の受講者も閲覧可能にしてある。本プログラムの意味・学修
の意義については、新入生ガイダンスや専用Webサイトにて周知するとともに、該当授業をサポートする上級学年のSA
（Student Assistant）からも伝えられる。

自己点検・評価について

自己点検評価委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本教育プログラム申請科目の導入科目「ICT基礎」は必修科目であるが、残りの科目は選択科目である。従って、オン
ラインでの履修登録期間終了後、履修登録漏れの有無を確認するとともに、該当科目の履修者の単位修得状況は、
自己点検評価委員会に報告して確認している。また、授業がシラバスに従って運営され、応用基礎コアカリキュラムの
内容が全て実施されているかどうかを確認する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

応用基礎レベルモデルカリキュラムの科目の授業の中で、情報社会の進展でデータの有効活用により、新たな経営戦
略・新たなビジネスモデルが生まれる可能性と、その実現例を紹介することで数理・データサイエンス・AI教育の必要性
を分かりやすく講義するとともに、必要不可欠性を理解させる。学生による授業評価の「授業への参加度」「授業への満
足度」や「理解度」および自由記述から学生の積極的参加意欲等を比較検討し、授業改善を図っている。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

本教育プログラム申請科目は全て情報メディア学部情報メディア学科の専任教員が担当している。学科教員会議、担
当教員が参加する教務委員会にて授業方法・授業内容の検討を定期的に実施し、内容の水準維持向上を検討してい
る。また、学生による授業評価の「満足度」「理解度」および自由記述から学生の理解度等を把握して検討し、授業改善
につなげている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本教育プログラムの修了学生は非輩出のため、進路・活躍状況・企業からの評価を把握できていない。近隣の関係企
業（産学連携先や就職実績があり継続して採用計画のある企業）からは、本学卒業生に関して定期的に、評価や要望
などの調査を実施しており、今後、本プログラムの修了者についても状況把握を行う予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

毎年企業との協議により本学科の教育課程に関する意見を収集している。この意見を参考にしてカリキュラム改編計
画を進めており、改編の中で数理・データサイエンス・AI教育の充実も図ることにしている。情報メディア学科では、産学
連携先やインターンシップ先で主にシステム開発に係るデータサイエンス教育の内容について定期的に意見交換する
場に参加している。いずれも今後は本プログラムの内容・手法についても意見聴取を行う。
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基礎教育科目　カリキュラムツリー　【情報メディア学科】
※開講期（前期・後期）、開講の有無は年度によって変更される場合があります。時間割で確認してください。

9202 芸術9201 哲学

9203 心理学 9204 人間関係論

9205 現代日本史

人間と文化への理解
前期 後期

3103 日本語力 Ⅰ
3104 日本語力 Ⅱ

2年前期

9215 自然科学 Ⅱ9214 自然科学 Ⅰ

9216 統計学

自然科学への理解
前期 後期

3201 プラクティカル・イングリッシュ Ⅲ 4201 プラクティカル・イングリッシュ Ⅳ

9217 フランス語 Ⅰ 9218 フランス語 Ⅱ

9219 中国語 Ⅰ 9220 中国語 Ⅱ

9221 韓国語 Ⅰ 9222 韓国語 Ⅱ

外国語
1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

9224 スポーツ Ⅰ（教） 9225 スポーツ Ⅱ（教）

9226 アウトドアスポーツ Ⅰ 9227 アウトドアスポーツ Ⅱ

1102 健康と栄養 9223 スポーツ科学

健康と運動への理解
前期 後期

前期 後期

1103 情報リテラシー（教） 2102 ICT基礎

情報技術への理解
1年前期 1年後期

1104 フレッシュマンセミナー Ⅰ 2103 フレッシュマンセミナー Ⅱ 4101 基礎演習 Ⅱ
4102 キャリアデザイン Ⅰ 5101 キャリアデザイン Ⅱ

9229 ボランティア活動（※）

総合科目
1年前期 1年後期

9228 地域の課題
前期 後期

2年前期 2年後期 3年前期

情 報 メ デ ィ ア 学 部

情報メディア学科

カリキ ュ ラ ム ツ リー

2024/4

太線の科目は必修です （※）配当年次無し

2104 数的処理 Ⅰ
2105 数的処理 Ⅱ

1101 プラクティカル・イングリッシュ Ⅰ（教） 2101 プラクティカル・イングリッシュ Ⅱ

基礎教育科目／教職課程に関する科目
〈例〉情報リテラシーの場合

K 健康栄養学科

F フードビジネス学科

M 情報メディア学科

1 基礎教育科目

5 教職課程に関する科目

6 学科特別科目

※コースに該当しない科目はZが入ります
※専門教育科目のナンバリングは記載しておりません

1 １年前期

2 １年後期

3 2年前期

4 2年後期

5 3年前期

6 3年後期

7 4年前期

8 4年後期

9 配当年次無し

2 選択

3 コース必修

① 学科 ② 科目群１、科目群２ ③ 配当学年学期（レベル） ④ 必修選択 ⑤ 通し番号（2桁）

M 1 Z 1 1 0 3

番号表内訳

現代社会への理解

9209 日本国憲法（教） 9206 海外事情

9210 法学 9211 経済学

9213 社会学

9212 経営学

前期 後期
9207 海外研修 Ⅰ

9208 海外研修 Ⅱ

配当年次無し

幅広い教養と
豊かな人間性の

構築を
目的とする

基礎教育科目
【1Z】

1 必修

3107 基礎演習 Ⅰ
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プログラム演習 Ⅰ初級

専門教育科目　カリキュラムツリー
※開講期（前期・後期）、開講の有無は年度によって変更される場合があります。時間割で確認してください。

1年前期

映像
メディア
コース

情報
システム
コース

サウンド制作
コース

メディア
デザイン
コース

コース
共通

教職課程に関する科目

科目名級

1年後期
科目名級

2年前期
科目名級

2年後期
科目名級

3年前期
科目名級

3年後期
科目名級

4年前期
科目名級

4年後期
科目名級

専門
教育科目

情報処理演習（教）初級

プログラミング入門(教)初級

情報学概論（教）初級

専門演習 Ⅰ中級 専門演習 Ⅱ中級

ITストラテジ初級

中級 情報メディア特別演習 Ⅱ中級 情報メディア特別演習 Ⅰ

卒業演習 Ⅰ上級

プログラム演習 Ⅲ中級 プログラム演習 Ⅳ上級

知識情報学（教）上級ゲームプログラミング中級 サウンドプログラミング上級

モバイル情報論（教）上級コンピュータネットワーク Ⅱ（教）上級

システム開発論中級

アルゴリズムとデータ構造（教）中級

プログラム演習 Ⅱ中級

Webプログラミング中級

メディア情報技術中級情報基礎理論初級情報システム入門初級

データベース（教）上級

ドキュメンタリー演習上級

放送・配信論上級

CG演習上級

映像制作演習 Ⅰ初中級

CG基礎中級

映像史とアーカイブ中級

写真技術中級

照明技術中級

色彩学初中級

アニメーション初級デジタルアート入門（教）初級

レコーディング演習上級

舞台制作上級

放送・配信論上級

音響学初中級

聴能・音感演習初中級

サウンドクリエーション中級

音響実務初中級デジタルサウンド入門初級

MIDI制作演習 Ⅰ  初級

MIDI制作演習 Ⅱ初中級

音楽理論初中級

色彩学初中級

メディア文化論中級

マルチメディア（教）中級グラフィックデザイン初級 メディアデザイン演習 Ⅰ初級 メディアデザイン演習 Ⅱ初級

メディアデザイン入門初級

M5Z1201 教育原理
M5Z1202 教師論

M5Z2201 教育課程論
M5Z2202 教育の制度と経営

M5Z3201 教育心理学
M5Z3202 特別活動論
M5Z4201 生徒進路指導論

M5Z4202 教育相談論
M5Z4203 特別支援教育
M5Z4204 総合的な学習の時間の指導法

M5Z5202 情報科教育法 Ⅰ

M5Z5201 教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）

M5Z6201 情報科教育法 Ⅱ
M5Z6202 教育実習指導

M5Z7201 教育実習 M5Z8201 教職実践演習（高校）

Web解析上級

暮しとデザイン上級

ドキュメンタリー演習上級

Webプログラミング中級 Webデザイン（教）中級

CG基礎中級

CAD中級

デジタルファブリケーション上級

ドキュメンタリー・シナリオ中級

サウンドプロダクション上級

マルチメディア（教）中級

映像加工技術中級

マルチメディア（教）中級

ドキュメンタリー・シナリオ中級

CM制作中級

メディアアート上級

コンピュータネットワーク Ⅰ（教）中級

アート&デザイン演習上級

卒業演習 Ⅱ上級

ITマネジメント初級

ITパスポート初級

情報メディア論初級

インターンシップ（※）上級

情報処理系列

情報資格系列

総合・その他

プログラミング
系列

ネットワーク系列

システム開発
系列

映像制作系列

画像処理・CG系列

総合・その他

音響技術系列

楽曲制作系列

総合・その他

メディアデザイン
系列

プロダクトデザイン
系列

Webデザイン系列

総合・その他

演習

太線の科目は
必修（コース共通）です。

太線の科目は各コースの、コース必修です。
コースごとに必修科目が異なります。他コースから履習する場合は選択科目扱いになります。

（教)教職必修科目 （※）配当年次無し

情報社会の倫理と職業（教）中級

ソフトウェア基礎（教）中級

データサイエンス中級

基本情報技術（※）中級

人工知能中級

映像制作演習 Ⅱ中級

音響制作演習中上級

サウンドプログラミング上級

情報管理（教）中級
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名古屋文理大学 教務委員会規程 

（設置） 

第１条 名古屋文理大学（以下「本学」という。）教授会に教務委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、教務に関する事項を審議することを目的とする。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

1) 専門教育、基礎教育、教養教育の教育課程に関すること

2) 専門教育、基礎教育、教養教育の教育方法に関すること

3) 定期試験に関すること

4) 進級および卒業に関すること

5) 学籍に関すること

6) 科目等履修生および聴講生に関すること

7) 授業評価に関すること

8） 学修ポートフォリオ、ディプロマサプリメントに関すること

9） ティーチング・ポートフォリオに関すること

10) その他教務に関する事項

（組織・委員長） 

第４条 委員会は、委員長および委員をもって構成する。 

２ 委員は、本学基幹教員の中から学長が委嘱する。 

３ 委員長は、学長が委嘱する。 

４ 委員長は、委員会を代表し、委員会の業務を統括する。 

５ 委員会には、教学課長および教学課員を参加させることができる。 

（任期） 

第５条 委員長・委員の任期は原則１年とし、再任を妨げない。 

（委員会の招集と議事） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員長に事故あるときは、委員から議長を選ぶ。 

３ 委員会は、委員の３分の２以上の出席により成立し、議事は、出席委員の過半数をも

って決する。可否同数のときは、議長がこれを決する。 

４ 委員長が認めるときは、委員以外の教職員を議決権はないが出席させることができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教学部教学課において行う。 

（改正） 

第８条 この規程の改正は、教授会の議を経て、学長が行う。 

附則 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 
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この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

この規程は、令和４年１０月１日から施行する。 

この規程は、令和５年９月１日から施行する。 
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名古屋文理大学 自己点検評価委員会規程 

（目的） 

第１条 この規程は、名古屋文理大学自己点検評価規程第２条第２項に定める自己点検評

価委員会（以下「委員会」という。）の任務、組織、議事等について定める。 

（任務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 本学の教育並びに組織及び運営（以下「教育等」という。）の自己点検・評価に関

すること。

(2) 中期目標・中期計画の達成度の自己点検・評価に関すること。

(3) 自己点検・評価に関する報告書の作成及び公表に関すること。

(4) 本学の教育等についての外部評価の聴取及びその検討に関すること。

(5) その他自己点検・評価に係る重要事項に関すること。

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 理事長・学園長

(2) 学長

(3) 副学長

(4) 学部長

(5) 学科長

(6) 研究科長

(7) 教学部長

(8) 事務局長

(9) 図書情報センター長

(10) 基礎教育センター長

(11) 食と栄養研究所長

(12) 地域連携センター長

(13) 事務部長

(14) その他学長が指名するもの若干名

２ 委員会は、必要に応じて構成員以外の教職員の参加を求めることができる。 

３ 第１項第１０号の委員の任期は、２年とする。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、学長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
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３ 委員長が不在のとき又は事故等により職務を遂行できないときは、事前に委員長が指

名するものがその職務を代行する。 

（議事） 

第５条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ議事を開き、議決をすることができな

い。 

２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、議長の決す

るところによる。 

（理事会報告）  

第６条 委員会は、点検評価の結果を総括し、改善資料として理事会に報告するものとする。 

（改廃） 

第７条 この規程の改廃は、委員会及び教授会の議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、平成 24年 10月 1日から施行する。 

この規程は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

この規程は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

この規程は、令和 7年 4月 1日から施行する。 
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取組概要

大学等名 名古屋文理大学（情報メディア学部）

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）【情報メディア学部】

申請レベル 応用基礎レベル（学部・学科等単位）

申請年度 令和７年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

〇プログラムの目的

自らの専門分野において、数理・データサイエンス・AI教育を応用・活用することができる応用基礎力を習得する。

〇身に付けられる能力

〇実施体制 〇開講されている科目の構成

応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

教務委員会 １年後期 ２年後期 ３年後期

改善･進化 ICT基礎 データサイエンス 知識情報学

評価結果 情報メディア学部

応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

点検･評価 １年後期 ３年前期 ３年後期

自己点検評価委員会 ICT基礎 人工知能 知識情報学

・教務委員会

応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

１年後期 ２年後期 ３年後期

ICT基礎 データサイエンス 知識情報学

〇修了要件

・自己点検評価委員会

数理・データサイエンス・AI教育（リテラシーレベル）を補完的・発展的に学び、各種の多変量データ解析手法を理解し、現場にフィードバックす

る能力、機械学習や深層学習などを基礎とした人工知能の概念を修得し、課題解決に活用できる基礎能力を身につける。自らの専門分野に、データ

サイエンス/データマイニング/機械学習/人工知能の各手法を応用するための大局的な視点を身につける。また生成AIの倫理を身につけ生成AIを用

いたコンテンツ作成が出来るようになる。

数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）【情報メディア学部】　概要

教務委員会は全学の教育課程や進級・卒業など教育に関する事項を審議する

場所であり、さらに「教育の質保証」を目指すために委員会の中にワーキン

ググループを設置し具体策を提言している。本委員会にて、「数理・データ

サイエンス・AI教育ワーキンググループ」を運営し、数理・データサイエン

ス・AI教育の円滑な実施および教育内容の確認と教育効果の質向上を図って

いる。

プログラムを構成する基礎教育科目「ICT基礎」2単位、専門教育科目

「データサイエンス」2単位、「人工知能」2単位、「知識情報学」2単

位、計8単位を取得すること。自己点検評価委員会では教育プログラムの質を担保するた

め、本プログラムの自己点検・評価等を定期的に行う。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）【情報メディア学部】

教務委員会

自己点検評価委員会

教務委員会は全学の教育課程や進級・卒業など教育に関する事項を審議
する場所であり、さらに「教育の質保証」を目指すために委員会の中に
ワーキンググループを設置し具体策を提言している。本委員会にて、
「数理・データサイエンス・AI教育ワーキンググループ」を運営し、数
理・データサイエンス・AI教育の円滑な実施および教育内容の確認と教育
効果の質向上を図っている。

自己点検評価委員会では教育プログラムの質を担保するため、本プロ
グラムの自己点検・評価等を定期的に行う。
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